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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　監視対象に設置されている複数のセンサからの検知信号に基づいて異常の有無を監視し
、異常発生時には、ネットワークを介して遠隔のセンタ装置に異常情報を送信する警備装
置であって、
　前記センタ装置とデータ通信を行う通信部と、
　所定の操作により警備設定信号、または警備解除信号を出力し、取消操作により取消信
号を出力する操作部と、
　前記センサ毎に監視フラグのＯＮまたはＯＦＦ及び検知の状態または未検知の状態を記
憶している記憶部と、
　前記警備設定信号を受信したときに、検知した状態にある前記センサの設置場所を表示
する表示部と、
　前記警備設定信号を受信したときに、未検知の状態にある前記センサに対応する前記監
視フラグのみをＯＮにして警備モードに設定し、警備解除信号を受信したときにＯＮ状態
の前記監視フラグをすべてＯＦＦにして警備解除モードに設定するモード設定部と、
　前記警備モードが設定されているときに、前記監視フラグがＯＮとなっている前記セン
サからの検知信号を受信すると異常発生と判定し、前記通信部を介して前記異常情報を前
記センタ装置に送信する判定部と、
　所定時間を計時する計時部と、
を備え、
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　前記モード設定部は、前記表示部が検知した状態にある前記センサの設置場所を表示し
てから所定時間経過した後に前記警備モードに設定し、前記所定時間が経過するまでの間
に前記操作部から取消信号を受信したときには前記警備モードに設定せず、
　さらに、前記警備モードが設定されたときに、前記監視フラグがＯＮに設定されなかっ
た前記センサの情報を、前記通信部を介して前記センタ装置に送信することを特徴とする
警備装置。
【請求項２】
　監視対象に設置されている複数のセンサからの検知信号に基づいて異常の有無を監視し
、異常発生時には、ネットワークを介して遠隔のセンタ装置に異常情報を送信する警備装
置であって、
　前記センタ装置とデータ通信を行う通信部と、
　所定の操作により警備設定信号、または警備解除信号を出力し、確認操作により確認信
号を出力し取消操作により取消信号を出力する操作部と、
　前記センサ毎に監視フラグのＯＮまたはＯＦＦ及び検知の状態または未検知の状態を記
憶している記憶部と、
　前記警備設定信号を受信したときに、検知状態の前記センサの設置場所を表示する表示
部と、
　前記警備設定信号を受信したときに、未検知の状態にある前記センサに対応する前記監
視フラグのみをＯＮにして警備モードに設定し、警備解除信号を受信したときにＯＮ状態
の前記監視フラグをすべてＯＦＦにして警備解除モードに設定するモード設定部と、
　前記警備モードが設定されているときに、前記監視フラグがＯＮとなっている前記セン
サからの検知信号を受信すると異常発生と判定し、前記通信部を介して前記異常情報を前
記センタ装置に送信する判定部と、
を備え、
　前記モード設定部は、前記表示部が検知状態の前記センサの設置場所を表示した後に、
前記操作部から前記確認信号を受信したときに警備状態を前記警備モードに設定し、前記
操作部から前記取消信号を受信したときには前記警備モードに設定せず、
　さらに、前記警備モードが設定されたときに、前記監視フラグがＯＮに設定されなかっ
た前記センサの情報を、前記通信部を介して前記センタ装置に送信することを特徴とする
警備装置。
【請求項３】
　さらに、前記センサの検知領域を撮像するカメラを備え、
　前記モード設定部は、前記警備モードが設定されたときに、前記監視フラグがＯＮに設
定されなかった前記センサの検知領域の撮像画像を前記センタ装置に送信することを特徴
とする請求項１又は２に記載の警備装置。
【請求項４】
　前記記憶部は、予め指定した特定のセンサを記憶しており、
　前記モード設定部は、前記警備設定信号を受信したときに、検知の状態にある前記セン
サが前記予め指定された特定センサである場合にのみ前記警備モードの設定を行い、前記
特定センサ以外のセンサが検知した状態にある場合には、前記警備モードの設定を行わな
いことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の警備装置。
【請求項５】
　前記モード設定部は、前記通信部を介して前記センタ装置より前記警備設定信号を受信
することを特徴とする請求項１から４のいずれか1項に記載の警備装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のセンサにより監視対象の異常を検知する警備装置に関するものであり
、特に、監視を開始できるセンサのみを監視して、監視を開始できないセンサの情報を監
視センタに送信する警備装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　近年、住宅などで発生した異常を遠隔の監視センタにて監視する警備システムが普及し
ている。このような警備システムとしては、住宅など監視対象に配置された防犯センサと
接続される警備装置と、この警備装置と通信網を介して接続される監視センタとを備えて
おり、警備装置が警備モードにあるときに防犯センサが検知信号を出力すると警備装置か
ら警報出力し、または遠隔の監視センタに通報したりするものが知られている。
【０００３】
　ここで、警備装置の警備状態は、利用者が警備装置に対してＩＤカードなどにより操作
を行うことで、監視対象を警備する警備モードまたは監視対象の警備を解除する警備解除
モードに切り替えられる。
【０００４】
　このような警備システムにおいて、警備解除モードから警備モードを設定する際に、い
ずれかの防犯センサが検知信号を出力していると、警備モードに設定された瞬間に警報が
発令されることになる。そのため、特許文献１には、防犯センサが検知状態のときに警備
モードを設定しても、警備の開始操作を無効として、利用者に検知箇所の点検を促す技術
が開示されている。
【特許文献１】特開平１０－３２０６５９
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した特許文献１の警備システムでは、すべての防犯センサが未検知
の状態であるときにしか警備を開始することができず、警備を開始しようとしたときに、
検知状態の防犯センサがある場合、利用者自らが当該検知箇所を点検し、検知理由を取り
除かなければ警備モードに設定することができない。従って、点検のために外出が遅れる
等、利用者に多大な負担をかけていた。また、防犯センサが故障して検知状態になってい
るときには修理または交換するまで警備を開始できないという問題があり、セキュリティ
性が低下するおそれがある。
【０００６】
　さらに、防犯センサには屋外に設置されるものもある。このような屋外設置のセンサで
は宅内からの点検が困難で、検知箇所の点検に時間がかかり、住宅の警備を開始して外出
しようとしている利用者にとっては大きな負担となる。特に、屋外に設置されたセンサや
、普段利用しない納屋などの検知箇所を利用者が不用意に点検すると、賊が潜んでいる場
合もあり、利用者に危害が及ぶ危険も大きい。
【０００７】
　本発明は上記問題点に鑑みなされたもので、警備の開始操作時に検知中のセンサがあっ
ても、利用者の手を煩わせることなく警備を開始できる警備装置及び警備システムを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、警備設定信号を受信したときに検知中のセンサがあっても、未検知のセンサ
のみで警備を開始し、検知中のセンサ情報を監視センタに送信し、監視センタから検知中
のセンサに対する対処を行うように構成することにより、上記課題を解決する。
【０００９】
　本発明の第１の実施態様に係る警備装置は、監視対象に設置されている複数のセンサか
らの検知信号に基づいて異常の有無を監視し、異常発生時には、ネットワークを介して遠
隔のセンタ装置に異常情報を送信する警備装置であって、前記センタ装置とデータ通信を
行う通信部と、所定の操作により警備設定信号、または警備解除信号を出力し、取消操作
により取消信号を出力する操作部と、前記センサ毎に監視フラグのＯＮまたはＯＦＦ及び
検知の状態または未検知の状態を記憶している記憶部と、前記警備設定信号を受信したと
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きに、検知した状態にある前記センサの設置場所を表示する表示部と、前記警備設定信号
を受信したときに、未検知の状態にある前記センサに対応する前記監視フラグのみをＯＮ
にして警備モードに設定し、警備解除信号を受信したときにＯＮ状態の前記監視フラグを
すべてＯＦＦにして警備解除モードに設定するモード設定部と、前記警備モードが設定さ
れているときに、前記監視フラグがＯＮとなっている前記センサからの検知信号を受信す
ると異常発生と判定し、前記通信部を介して前記異常情報を前記センタ装置に送信する判
定部と、所定時間を計時する計時部と、を備え、前記モード設定部は、前記表示部が検知
した状態にある前記センサの設置場所を表示してから所定時間経過した後に前記警備モー
ドに設定し、前記所定時間が経過するまでの間に前記操作部から取消信号を受信したとき
には前記警備モードに設定せず、さらに、前記警備モードが設定されたときに、前記監視
フラグがＯＮに設定されなかった前記センサの情報を、前記通信部を介して前記センタ装
置に送信することを特徴とする。
【００１０】
　この態様においては、警備モードの設定のときに検知中のセンサが存在したとしても、
未検知状態のセンサによる警備を開始し、検知中のセンサの情報をセンタ装置に送信する
。これにより、監視できる場所のみの監視を開始して、監視ができない場所については監
視センタに点検を依頼することが可能となり、利用者自身が点検する負担及び危険を軽減
することができる。監視センタでは、受信したセンサ情報に基づいて、所定の対応処理を
行うことが可能である。
　表示部に検知中のセンサの位置を表示して、利用者にセンサ位置を確認させ、利用者が
自ら確認する場合には所定の入力を行うことにより、警備モードの設定を中止し、所定時
間放置したときには、警備モードに設定するものである。これにより、検知中のセンサを
利用者が点検するか、監視センタに点検を依頼するかの選択が可能となる。また、所定の
入力がない場合には、自動的に警備モードの設定を行うので、操作ミス等により警備モー
ドの設定がされない状態で監視対象が無人状態となることを防止可能である。
【００１１】
　本発明の他の態様に係る警備装置は、さらに、センサの検知領域を撮像するカメラを備
え、モード設定部は、警備モードが設定されたときに、監視フラグがＯＮに設定されなか
ったセンサの検知領域の撮像画像をセンタ装置に送信することを特徴とする。この態様で
は、検知中のセンサの検知領域の撮像情報を、センタ装置に送信する。従って、監視セン
タでは、検知原因を撮像画像により確認し、小動物等による明らかな誤報要因の場合には
、遠隔から警備を開始させることが可能となる。
【００１２】
　本発明の他の態様に係る警備装置は、記憶部は、予め特定したセンサを記憶しており、
モード設定部は、警備設定信号を受信したときに、検知の状態にあるセンサが予め指定さ
れた特定センサである場合にのみ警備モードの設定を行い、特定センサ以外のセンサが検
知した状態にある場合には、警備モードの設定を行わないことを特徴とする。この態様で
は、屋外、納屋等の危険な場所等に配置されたセンサを、特定センサとして予め指定して
おき、モード設定のときに検知状態にあるセンサが、これらの特定のセンサである場合の
み、検知中のセンサを無視して警備モードに設定する。特定センサ以外のセンサが検知中
の場合には、警備モードの設定が行われない。これにより、セキュリティ性を一定の水準
に維持しながら、利用者の負担及び危険を軽減することが可能となる。
【００１４】
　本発明の他の態様に係る警備装置は、監視対象に設置されている複数のセンサからの検
知信号に基づいて異常の有無を監視し、異常発生時には、ネットワークを介して遠隔のセ
ンタ装置に異常情報を送信する警備装置であって、前記センタ装置とデータ通信を行う通
信部と、所定の操作により警備設定信号、または警備解除信号を出力し、確認操作により
確認信号を出力し取消操作により取消信号を出力する操作部と、前記センサ毎に監視フラ
グのＯＮまたはＯＦＦ及び検知の状態または未検知の状態を記憶している記憶部と、前記
警備設定信号を受信したときに、検知状態の前記センサの設置場所を表示する表示部と、
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前記警備設定信号を受信したときに、未検知の状態にある前記センサに対応する前記監視
フラグのみをＯＮにして警備モードに設定し、警備解除信号を受信したときにＯＮ状態の
前記監視フラグをすべてＯＦＦにして警備解除モードに設定するモード設定部と、前記警
備モードが設定されているときに、前記監視フラグがＯＮとなっている前記センサからの
検知信号を受信すると異常発生と判定し、前記通信部を介して前記異常情報を前記センタ
装置に送信する判定部と、を備え、前記モード設定部は、前記表示部が検知状態の前記セ
ンサの設置場所を表示した後に、前記操作部から前記確認信号を受信したときに警備状態
を前記警備モードに設定し、前記操作部から前記取消信号を受信したときには前記警備モ
ードに設定せず、さらに、前記警備モードが設定されたときに、前記監視フラグがＯＮに
設定されなかった前記センサの情報を、前記通信部を介して前記センタ装置に送信するこ
とを特徴とする。この態様は、検知中のセンサの位置を表示部に表示して利用者に検知中
のセンサを知らせる。利用者は、警備モードの設定を行う確認操作と、警備モードの設定
を中止する取消操作を選択することができる。
　本発明の他の態様に係る警備装置は、モード設定部が、通信部を介してセンタ装置より
警備設定信号を受信することを特徴とする。警備装置は、センタ装置からの警備設定信号
に基づいて、警備モードの設定動作を行う。これにより、センタ装置から遠隔操作により
、警備モードに設定することが可能となる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によると、警備モードの設定操作をするときにセンサが検知中であっても、警備
モードに設定し、検知中のセンサの情報を監視センタに送信する。これにより、利用者は
検知中のセンサがあっても、検知箇所を点検することなく、警備モードに設定することが
できる。したがって、急ぎの場合でもそのまま外出することができ、また点検時の危険を
回避することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明の警備装置は、警備モードの設定操作を行ったときに、検知状態のセンサがあっ
た場合であっても、未検知のセンサのみにより警備を開始する警備モードを設定し、検知
中のセンサの存在を監視センタに通報して、点検その他の処理を依頼するものである。特
に、検知中のセンサが、予め登録された特定の防犯センサである場合に限り、警備モード
の設定を許容して、検知中の防犯センサの存在及び点検依頼を監視センタに通報するよう
な構成が望ましい。
【００１７】
　以下、本発明の警備装置を用いた警備システムを、図面を用いて詳細に説明する。図１
は、本発明の一実施形態にかかる警備システム１の概略構成図である。警備システム１は
、監視対象に設けられた警備装置１０と、監視対象から遠隔に配置された監視センタ３０
のセンタ装置３１とが、公衆電話網やインターネット網などの通信網４０に接続されてい
る。警備装置１０には、監視対象の屋内及び屋外に配置されて侵入者を検出する防犯セン
サＳ１～Ｓ１１と、当該防犯センサの一部または全部に対応する領域を撮影するカメラユ
ニットＣ１～Ｃ４とが接続されている。
【００１８】
＜センサ及びカメラユニットについて＞
　図２は監視対象領域における防犯センサＳ１～S１１及びカメラユニットＣ１～Ｃ４の
配置を示す監視対象の平面配置図である。監視対象領域は、建物７０の内部（屋内）と、
建物７０の外である屋外(庭)に分かれている。防犯センサＳ１～Ｓ１１には、監視対象領
域の建物内に設置される屋内設置のセンサＳ１～Ｓ７と、庭などの監視対象領域の屋外に
設置される屋外設置のセンサＳ８～Ｓ１１とがある。屋内設置のセンサＳ１～Ｓ７として
は、さらに、窓や扉が開いたことを検知するセンサＳ１～Ｓ３や、室内の移動体を検知す
るセンサＳ４～Ｓ７などがある。また、屋外設置のセンサＳ８～Ｓ１１としては、移動体
を検知するセンサなどがある。防犯センサＳ１～Ｓ１１は、検知状態になると、警備装置
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１０に検知信号を送信する。
【００１９】
　また、本実施形態では、屋外のセンサＳ８～Ｓ１１のそれぞれに対応して、カメラユニ
ットＣ１～Ｃ４が配置されている。従って、屋外センサＳ８～Ｓ１１が検知状態にあると
きの映像を、カメラユニットＣ１～Ｃ４からの画像データにより確認することができる。
監視装置１０には、その他、火災等の監視を行う防災センサも接続されることが多いが、
本実施形態では本発明の説明を簡明にするために記載を省略している。また、本実施形態
ではカメラユニットＣ１～Ｃ４を屋外センサＳ８～Ｓ１１に対応させて配置しているが、
カメラユニットの数及び配置は、自由に設定することができる。しかし、少なくとも後述
する特定センサの検知領域を撮像することができるように配置することが望ましい。
【００２０】
　＜監視センタについて＞
　監視センタ３０は、警備会社が運営するセンタ装置３１を備えた施設であり、管制員が
監視対象を常時監視している。センタ装置３１は、監視対象の情報すなわち、監視対象の
名称、位置、警備装置の管理番号、利用者の氏名、住所、電話番号、過去の対処履歴など
を記憶管理するデータベースを具備している。センタ装置３１では、警備装置１０から受
信した信号に基づいて対処すべき監視対象の情報がディスプレイに表示され、利用者に対
する確認処理や、監視対象への警備員の対象指示などの必要な措置をとる。また、センタ
装置３１から、警備装置１０にモード設定信号を送信して警備装置１０の警備状態を変更
することも可能である。
【００２１】
＜警備装置について＞
　警備装置１０は、監視対象内において監視対象を監視し、異常が発生したときに監視セ
ンタ３０のセンタ装置３１に通報する装置である。警備装置１０は、制御部１１と、これ
に接続される表示部１２、操作部１３、記憶部１４、センサインタフェース(センサＩ／
Ｆ)１６、カメラインタフェース（カメラＩ／Ｆ）１７、及び通信部１８とを備えている
。センサＩ／Ｆ１６には防犯センサＳ１～Ｓ１１、防災センサ(図示せず)等が接続され、
カメラＩ／Ｆ１７にはカメラユニットＣ１～Ｃ４が接続される。制御部１１は、判定部２
１、モード設定部２２、画像記憶制御部２３、計時部２４を備えている。これら制御部１
１の各部は、ＣＰＵ、記憶部１４等に記憶される制御プログラム、その他の論理回路によ
り構成される。計時部は時計ユニット等を制御部１１に接続するような構成にしてもよい
。
【００２２】
　＜センサＩ／Ｆ＞
　センサＩ／Ｆ１６には、防犯センサ（以下、単に「センサ」と称する）Ｓ１～１１等が
接続される。センサＳ１～Ｓ１１は、常時作動しており、移動体を検知した場合、窓又は
ドアが開いたことを検知した場合には検知信号を警備装置１０に送信する。検知信号は、
センサＩ／Ｆ１６を介して、制御部１１に入力されて、後述するような所定の処理が行わ
れる。
【００２３】
　＜カメラＩ／Ｆ＞
　カメラＩ／Ｆ１７には、カメラユニットＣ１～Ｃ４が接続される。カメラユニットも常
時作動しており、撮像画像を警備装置１０のカメラＩ／Ｆ１７に常時送信している。カメ
ラＩ／Ｆ１７は、受信した撮像画像を制御部１１に送信する。制御部１１における撮像画
像の処理については後述する。
【００２４】
　＜表示部＞
　表示部１２は、液晶ディスプレイ、表示灯、スピーカーなどを備えており、操作部の操
作に必要な表示を行うとともに、異常検知の場合等に音声及び表示灯等により警報を発す
る。
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【００２５】
　＜操作部＞
　操作部１３は、警備装置１０の警備状態を設定するための操作パネル又はスイッチ等に
より構成される。所定キーまたは磁気カードを用いてこれらのモード設定操作を行うこと
ができる。ＩＣカード又はバイオメトリクス情報を読み取り照合することにより、権限者
にのみ操作を許容するような構成とすることも可能である。表示部１２の液晶モニタにタ
ッチパネルを設けることにより、タッチパネルを操作部１３とすることも可能である。操
作部１３から入力された設定情報は、モード設定信号として制御部１１に出力される。
【００２６】
　モード設定信号には、警備装置１０を警備モードに設定する警備設定信号と、警備解除
モードに設定する警備解除信号とがある。警備モードは、防犯センサが異常を検知したと
きに警備装置１０から監視センタ３０に異常通報するモードであり、警備解除モードは、
防犯センサが異常を検知しても監視センタ３０に異常通報しない動作モードである。例え
ば、利用者が外出により監視対象が無人となる場合に、操作部１３を操作して警備モード
に設定し、帰宅したときに操作部１３を操作して、警備解除モードに設定する。
【００２７】
　＜制御部＞
　制御部１１は、上述の通り、操作部１３または監視センタ３０からのモード設定信号に
応じて、警備装置１０の警備状態を警備モード、または警備解除モードに遷移させる他、
警備装置１０全体の動作を制御する。
【００２８】
　モード設定部２２は、操作部１３等から受信したモード設定信号に応じて警備状態を変
更する。例えば、各センサに対応する監視フラグを設けて、モード設定信号に応じて、各
監視フラグをＯＮまたはＯＦＦすることにより、警備モード又は警備解除モードに設定す
ることができる。その際、監視フラグを、センサＳ１～Ｓ１１毎に設定又は解除可能にす
ることにより、個々のセンサＳ１～Ｓ１１毎に警備モード又は警備解除モードを設定する
ことができるようにすることも可能である。例えば、警備設定信号を受信すると、モード
設定部２２は、各センサＳ１～Ｓ１１に対応する各監視フラグをそれぞれＯＮにする。そ
の際、予め定められた設定条件に合致するセンサの監視フラグのみを「ＯＮ」に設定する
ことも可能である。
【００２９】
　判定部２１は、監視フラグがＯＮになっているセンサＳ１～Ｓ１１から検知信号を受信
すると異常発生と判定し、通信部１８を介して、監視センタ３０のセンタ装置３１に異常
発生を通報する。同時に警備装置１０から音声、光等により警報を発生してもよい。すな
わち、監視フラグがＯＮとなった防犯センサＳ１～Ｓ１１が、異常を検知したときには、
警報が発令され、異常状態の発生に関する情報が通信部１８を介して監視センタ３０のセ
ンタ装置３１に送信される。通信部１８は、遠隔のセンタ装置３１との通信インタフェー
スであり、通信網４０としての公衆回線網またはインターネット網を介して、センタ装置
３１に接続される。
【００３０】
　画像記憶制御部２３は、カメラＩ／Ｆ１７を介してカメラユニットＣ１～Ｃ４の撮像画
像を所定のフレーム数だけ記憶部１４にバッファする。カメラユニットＣ１～Ｃ４から送
られてきた画像は、各カメラユニット毎に最も古い画像を新しく受信した画像で上書きし
て置き換えて記憶され、最新の画像が所定のフレーム数だけ確実に保持される。例えば、
１秒間隔で画像を受信し、１０フレームを保持する場合は、過去１０秒間の撮像画像が保
持されることになる。
【００３１】
　計時部２４は、撮像画像の取得間隔、操作信号の受信待機時間の計測、その他の処理に
必要な計時を行う。一般的には、制御部１１内の発振器またはプログラム進行に要する時
間を利用して計時を行うが、制御部１１の外に計時装置を設けて（図示せず）、時間を測
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定するような構成とすることも可能である。
【００３２】
　＜記憶部＞
　記憶部１４は、ＲＡＭ、ＲＯＭ等の記憶装置により構成することが可能であり、上述の
ように撮像画像を記憶する他、制御部１１の動作を制御する制御プログラム、センサテー
ブル、監視対象領域の図面情報、現在の警備状態等が記憶される。
【００３３】
　＜センサテーブル＞
　記憶部１４に記憶されるセンサテーブルについて、より詳しく説明する。図３にセンサ
テーブルの一例を示す。センサテーブルには、センサＳ１～Ｓ１１毎に、各センサを特定
するセンサアドレス、設置場所、対応するカメラユニットＣ１～Ｃ４の番号、監視フラグ
の状態、防犯センサの検知状態（検知／非検知）、特定フラグの状態等が記憶される。
【００３４】
　センサアドレスの欄には、識別コードが記載される。図３の例では、センサアドレスと
して、識別コードＳ１～Ｓ１１を例示している。設置場所の欄には、センサが設置されて
いる場所が記録される。識別コードと監視対象領域の配置図の情報とを関連付けておくこ
とにより、各センサＳ１～Ｓ１１の位置を配置図と一緒に表示することが可能である。こ
のように、配置図とセンサとを関連づけるための情報（リンク情報）を設置場所の欄に記
憶しても良い。また、図３に示すように、設置場所を言語で記憶しておくことにより、言
語情報により検知中のセンサの位置を表示部１２に表示することができる。
【００３５】
　カメラユニットの欄には、センサに対応するカメラユニットの識別コードＣ１～Ｃ４が
記録される。これにより、検知中のセンサに対応するカメラユニットが特定され、センサ
の異常検知情報と対応する撮像画像情報とを自動的に関連づけて送信する等の処理が可能
となり、監視センタ３０等において、迅速、かつ正確な情報収集が可能となる。
【００３６】
　監視フラグの欄には、監視フラグの状態が記録される。原則として、警備モードに設定
されると監視フラグが「ＯＮ」に設定され、警備解除モードでは監視フラグが「ＯＦＦ」
に設定される。後述するように、特別のセンサを指定する特定フラグの状態に応じて、例
外的な設定を行うことも可能である。
【００３７】
　検知状態の欄には、センサの現在の検知状態を「検知」または「未検知」のいずれかで
記録される。未検知とは、防犯センサが検知していない状態をいい、警備モードにおいて
は、原則として防犯センサは「未検知」の状態であり、検知状態になると判定部１３が異
常状態と判断する。警備解除モードでは、監視領域内において人が活動しているので、「
検知」状態となることもあるが、警備装置１０により「検知」状態は無視される。
【００３８】
　特定フラグの欄には、特定フラグの状態が記録される。特定フラグは、警備モード設定
の際に、特別の取り扱いをするためのフラグである。すなわち、警備モード設定の際に、
対応するセンサが検知中であっても特定フラグが「ＯＮ」であれば、監視フラグをＯＮに
設定しない。これにより、特定フラグが「ＯＮ」となっているセンサについては、警備装
置１０が警備モードに設定の際に検知中であっても、他のセンサの監視フラグをＯＮに設
定して、警備装置１０が警備モードに設定される。例えば、屋外の移動体を検知するため
のセンサ、ペット等の誤報の原因となるものが存在する部屋の移動体を検知するセンサ、
普段立ち入ることが少ない納屋や倉庫の中に設置されたセンサなどの特定フラグを「ＯＮ
」に設定しておくことが、望ましい。
 
【００３９】
　図３のセンサテーブルでは、図１及び図２の本実施形態に対応させて、屋外に設置され
るセンサＳ８～Ｓ１１の特定フラグのみを「ＯＮ」に設定している。今、警備装置１０は
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警備モードに設定されている。センサＳ１０は検知状態であるが、特定フラグが「ＯＮ」
となっているため、監視フラグが設定されておらず、検知状態であっても異常とはみなさ
れない。
【００４０】
　<システム動作説明>
　図４は、警備モードに設定する際の警備装置１０およびセンタ装置３１の動作を示す動
作説明図である。操作部１３の操作により警備モードの設定が行われると（Ｂ１）、警備
モード設定信号がモード設定部２２に入力される（Ｂ２）。モード設定部２２は、センサ
の状態を確認し（Ｂ３）、検知中のセンサがなければ（Ｂ４；Ｎｏ）、全センサの監視フ
ラグをＯＮにして警備モードの設定を行い（Ｂ５）、警備モードの設定に伴う設定情報を
監視センタ３０のセンタ装置３１に送信する（Ｂ６）。監視センタ３０では、設定情報を
受信することにより（Ｂ１１）、センタ装置３１や管制員が監視対象の監視を開始する。
　
【００４１】
　特定フラグがＯＮのセンサが検知中の場合には（Ｂ４；Ｙｅｓ）、未検知のセンサの監
視フラグのみをＯＮにして（Ｂ７）、警備モードの設定情報と、検知中のセンサの情報を
送信する（Ｂ８）。センタ装置３１において、設定情報及び検知中のセンサの情報を受信
すると（Ｂ１２）、センタ装置３１の表示部に検知中のセンサ情報が表示される（Ｂ１３
）。ここで、管制員が警備装置１０から受信したカメラユニットによる撮像画像で検知中
のセンサの状況に異常がないか確認し、センサの検知原因が例えば小動物等によるもので
異常とは認められず、既に取り除かれていると判断したら、警備モードに設定するための
警備設定信号を監視センタ３０から送信し、警備モードの設定を試みる（Ｂ１４）。撮像
画像からセンサ検知原因が異常であると認められる場合、及び異常が認められないが監視
センタから警備モードの設定ができない場合、または異常が発生している可能性があると
判断された場合には、現場の警備員に対処指示を発令し（Ｂ１５）、当該センサを含む監
視対象領域の確認作業を行う。
【００４２】
　＜警備モード／警備解除モード設定処理手順＞
　図５に、警備装置の警備モード又は警備解除モードの設定処理手順の一例を示すフロー
チャートを示す。以下、このフローチャートに沿って、警備モード及び警備解除モードの
設定処理手順の一例を説明するにあたり、検知中のセンサが存在するかどうか、特定フラ
グが設定されているかどうかは、センサテーブルにより確認するものとし、監視フラグの
「ＯＮ」又は「ＯＦＦ」の設定はセンサテーブル上に記録されるものとする。
【００４３】
　利用者が外出するとき又は帰宅したとき等に、操作部１３を操作することにより、操作
部１３からモード設定信号が入力される。入力されたモード設定信号が警備設定信号の場
合（Ｓ１０１；Ｙｅｓ）、検知状態のセンサが存在するかどうかが確認される（Ｓ１０２
）。検知中のセンサがなければ（Ｓ１０２；Ｎｏ）、すべてのセンサの監視フラグが「Ｏ
Ｎ」にされて、警備モードが設定される（Ｓ１０３）。同時に監視センタ３０のセンタ装
置３１に対して、警備モードに設定した旨の情報を送信する（Ｓ１０４）。警備装置１０
は、警備モードに設定されると、センサが侵入者等を検知したときに異常発生と判定して
監視センタ３０に異常信号を送信する。尚、警備モードが設定されたときに、利用者の外
出経路に該当する場所のセンサについては、所定の遅延時間の後に監視を開始することで
外出する利用者を異常として検出しないようにすることが好ましい。
【００４４】
　検知中のセンサが存在している場合には（Ｓ１０２；Ｙｅｓ）、そのセンサの特定フラ
グが「ＯＮ」であるかどうかを確認する（Ｓ１０５）。特定フラグが「ＯＮ」でなければ
（Ｓ１０５；Ｎｏ）、警備モードに設定することなく、設定処理を終了する。尚、設定処
理を終了する際に、検知中のセンサの位置等を表示して、利用者に点検を促すような構成
とすることも可能である。
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【００４５】
　当該検知中のセンサの特定フラグが「ＯＮ」である場合（Ｓ１０５；Ｙｅｓ）、当該セ
ンサの情報を表示部１２に表示する（Ｓ１０６）と同時に計時を開始する（Ｓ１０７）。
次に、操作部１３から所定の取消操作による取消信号の入力がなければ（Ｓ１０８；Ｎｏ
）、所定時間経過したかどうかを確認する（Ｓ１０９）。所定時間経過するまで（Ｓ１０
９；Ｎｏ）、取消信号の入力を確認する（Ｓ１０８、Ｓ１０９）。取消信号を受信すると
（Ｓ１０８：Ｙｅｓ）、警備モードの設定操作を中止する。取消信号の入力が所定時間内
になければ（Ｓ１０９；Ｙｅｓ）、特定フラグがＯＮで検知状態のセンサの監視フラグを
「ＯＦＦ」に設定し、他の全センサの監視フラグを「ＯＮ」に設定して警備状態を警備モ
ードに設定する（Ｓ１１０）。同時に監視センタ３０のセンタ装置３１に対して、警備モ
ードに設定した旨の情報と、検知中のために監視フラグが「ＯＦＦ」にされたセンサの情
報を送信する（Ｓ１１１）。監視フラグが「ＯＦＦ」にされたセンサの情報とは、センサ
の設置場所情報と当該センサに対応するカメラユニットの撮像画像情報などである。撮像
画像には、センサが検知したときの撮像画像、及びその前後の所定のフレームの撮像画像
を含むことが好ましい。以後、警備モードに設定された警備装置１０は、監視フラグが「
ＯＦＦ」に設定されたセンサ以外のセンサが侵入者を検知すると、異常発生と判定して、
監視センタ３０に異常信号を送信する。尚、警備モードが設定されたとき、利用者の外出
経路に該当する場所のセンサについては、所定の遅延時間の後に監視を開始することで外
出する利用者を異常として検出しないようにすることが好ましい。
【００４６】
　監視センタ３０では、監視フラグが「ＯＦＦ」に設定されたセンサの情報を受信すると
、受信した画像を参照して、監視フラグが「ＯＦＦ」のセンサの状態を監視センタから確
認するとともに、必要に応じて対処員に対して対処のための指示を行う。検知中のセンサ
の検知領域に検知原因がない場合など、検知原因がすでに取り除かれている場合であって
、犯罪の可能性がないと判断した場合には、警備モードを設定する警備設定信号を警備装
置１０に送信して、再度警備モードの設定を行う。
【００４７】
　警備装置１０においては、監視センタ３０からの警備設定信号は通信部１８を介して制
御部１１に入力され、警備モード設定処理を実行する。この際、検知中のセンサの検知原
因が取り除かれており、すべてのセンサが未検知状態であれば、全監視フラグを「ＯＮ」
にして警備モードの再設定を行う。
【００４８】
　入力された信号が警備設定信号でなかった場合（Ｓ１０１；Ｎｏ）、入力信号が警備解
除信号かどうかを確認し、警備解除信号でない場合には（Ｓ１１２；Ｎｏ）、現在の警備
モードのまま処理を終了する。入力信号が警備解除信号の場合には（Ｓ１１２；Ｙｅｓ）
、全監視フラグを「ＯＦＦ」にし（Ｓ１１３）、監視センタ３０に警備解除モードの設定
を通報する（Ｓ１１４）。
【００４９】
　尚、上述の動作説明では、ステップＳ１０６おいて、表示部１２により検知状態のセン
サの場所を表示した後に、所定時間以内に操作部１３より取消操作による取消信号の入力
がない場合には、警備モードに設定する例について説明した。しかし、これに限定される
ことなく、例えば、表示部１２が検知状態にあるセンサの場所を表示した後に、操作部１
３から確認操作による確認信号の入力があると、警備状態を警備モードに設定し、操作部
１３から取消信号の入力があると警備モードに設定しないように構成することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の一実施形態にかかる警備システム１の概略構成図である。
【図２】監視対象領域におけるセンサ及びカメラユニットの配置を示す監視対象の平面配
置図である。
【図３】センサテーブルの一例を示す表である。
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【図４】警備モードに設定する際の警備装置１０およびセンタ装置３１の動作を示す動作
説明図である。
【図５】警備装置の警備モード又は警備解除モードの設定処理手順の一例を示すフローチ
ャートである。
【符号の説明】
【００５１】
　１　警備システム　　　　　　　　　　　１０　警備装置
１１　制御部　　　　　　　　　　　　　　１２　表示部
１３　操作部　　　　　　　　　　　　　　１４　記憶部
１６　センサインタフェース　　　　　　　１７　カメラインタフェース
１８　通信部　　　　　　　　　　　　　　２１　判定部
２２　モード設定部　　　　　　　　　　　２３　画像記録制御部
２４　計時部　　　　　　　　　　　　　　３０　監視センタ
３１　センタ装置　　　　　　　　　　　　４０　ネットワーク通信網
７０　監視対象建物
Ｓ１～Ｓ１１　センサ　　　　　　　　　　Ｃ１～Ｃ４　カメラユニット
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